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•

日
の
当
る
と
こ
ろ
日
の
い 

ろ
春
の
水 

児
玉
輝
代 

•

落
ち
て
ゆ
く
重
さ
の
見
え 

て
秋
没
日 

〃

私
が
出
会
っ
た
頃
の
児
玉 

は
、
森

澄

雄

の

「
杉
」
、
宇

記
憶
の
句
—

藤

かt
又

第
二
十̂

芭
蕉
の
道
排
句
大̂

未
来
の
古
典

I

記
念
の
句
、
記
録
の
句
、

•

加

,, 

汐
佐
美
魚
目•

大
峯
ぁ
き
ら
の 

「
晨
」
、
岡
井
省

二

の

「
槐
」 

の
三
誌
に
所
属
し
て
い
ま
し 

た
。
俳
句
教
室
に
入
っ
て
数 

ヶ
月
経
っ
た
と
き
、
俳
句
を 

真
剣
に
や
っ
て
い
く
な
ら
結 

社
に
入
る
と
い
い
、

で
き
て 

間

も

な

い

「
槐
」
が
い
い
、
 

と
児
玉
に
誘
わ
れ
、

私
は 

「
槐
」

に
入
会
し
ま
し
た
。

岡
井
が
難
解
な
作
風
の
作
家
で
あ
る
こ
と
は
後
で
知
り
ま

し
た
。
岡
井
が
病
に
倒
れ
意
識
不
明
と
な
り
別
の
主
宰
に 

代
わ
る
ま
で
の
八
年
間
、
「
槐
」

で
学
び
ま
し
た
。

•

た
と
へ
な
き
へ
だ
た
り
に
鹿
夏
に
入
る 

岡
井
省
二 

.

大
鯉
の
ぎ
い
と
廻
り
ぬ
秋
の
昼 

〃

で
俳
句
を
学
び
始
め
ま
し
た
。
私
は
三
十
二
歳
で
、
夜
間

定
時
制
高
校
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
俳
句
教
室
の
講

師
が
児
玉
輝
代
。
児
玉
は
当
時
六
十
七
歳
で
し
た
が
、
私 

は
彼
女
が
ど
ん
な
俳
句
を
つ
く
る
の
か
を
知
ら
ず
、
彼
女 

が
五
十
一
歳
の
時
に
角
川
俳
句
賞
を
受
賞
し
て
い
た
こ
と 

を
知
っ
た
の
も
ず
い
ぶ
ん
後
の
こ
と
で
す
。
彼
女
が
八
十 

五
歳
で
な
く
な
る
ま
で
十
八
年
間
指
導
を
受
け
ま
し
た
。 

な
く
な
っ
て
今
年
で
十
年
が
経
ち
ま
す
。

岡
井
が
な
く
な
っ
てI

週
間
後
、
児
玉
を
代
表
と
す
る 

月
刊
同

人

誌

「
家
」
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
一
年 

の
こ
と
で
す
。
岡
井
が
七
十
五
歳
で
な
く
な
っ
て
今
年
で 

二
十
年
。
奇
し
く
も
、
岡
井
と
児
玉
の
忌
日
は
と
も
に
九 

月
二
十
三
日
で
す
。

二
人
に
は
他
に
も
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

ル
サ
ン
チ
マ 

ン
の
よ
う
な
も
の
を
抱
え
て
い
た
こ
と
で
す
。
児
玉
は
結 

社
主
宰
に
な
ら
な
か
っ
た
し
、
岡
井
は
十
一
冊
の
句
集
を 

出
し
ま
し
た
が
無
冠
で
し
た
。
児
玉
の
口
癖
は
「
俳
句
は 

左
手
の
文
芸
」
。
右
手
は
生
活
の
た
め
に
使
え
、
と
い
う 

意
味
で
す
。

一
方
、
岡

井

は

「
未
来
の
古
典
」
と
い
う
目 

標
を
私
た
ち
に
示
し
ま
し
た
。
自
分
の
作
品
が
理
解
さ
れ 

な
い
の
は
そ
れ
が
「
未
来
の
古
典
」
だ
か
ら
、
と
自
分
に

言
い
聞
か
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
も
ル
サ
ン
チ
マ
ン
を
抱
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

「
未
来
の
古
典
」
と
い
う
言
葉
に
強
く
惹
か
れ
、

そ
の
あ 

り
よ
う
を
妄
想
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
か
つ
て
正
岡
子
規 

は
異
様
な
情
熱
で
、
室
町
か
ら
江
戸
ま
で
の
発
句
十
二
万 

句
の
分
類
作
業
に
没
頭
し
ま
し
た
。
怠
惰
な
私
に
は
、
子 

規
の
よ
う
な
地
道
な
例
句
採
集
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し 

い
ろ
い
ろ
な
切
り
口
で
俳
句
分
類
し
て
み
る
と
「
未
来
の 

古
典
」

の
姿
が
見
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

俳
句
分
類
の
一
つ
と
し
て
「
記
念
の
句/

記
録
の
句/
 

記
憶
の
句
」
を
提
案
し
ま
す
。
海
外
詠
、
戦
争
詠
、
社
会 

詠
ヽ
震
災
詠
、

コ
ロ
ナ
詠
。
た
と
え
ば
、

こ

れ
ら
と
「
記 

念
の
句/

記
録
の
句/

記
憶
の
句
」

の
関
連
性
を
考
え
て 

み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
、
宛
先
不
明
の 

「
未
来
の
古
典
」
を
探
究
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

(

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
「
芭
蕉
の
道
俳
句

大
会
」
が
中
止
に
な
っ
た
た
め
、
加
藤
か
な
文
講
師
よ

り
講
演
の
内
容
を
原
稿
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。)

三

徘
人
協
金

岐
旱
秦
文
部
金
報

加
藤
か
な
文
講
師
近
詠(

「家
」
よ
り)

も
の
の
芽
の
ど
れ
も
ま
じ
め
に
雨
を
溜
め

(

二
〇
ニ
ー
年
四
月
号) 

風
船
の
糸
ま
つ
す
ぐ
に
な
り
た
が
る

(

二
〇
ニ
ー
年
五
月
号) 

花
吹
雪
ロ
に
紙
吹
雪
の
ご
と
く

(

二
〇
ニ
ー
年
五
月
号) 

青
梅
を
ど
ど
ど
と
分
け
て
も
ら
ひ
け
り

(

二
〇
ニ
ー
年
六
月
号) 

蟻
の
道
ど
こ
か
へ
連
れ
て
行
つ
て
あ
げ
る

(

二
〇
ニ
ー
年
七
月
号) 

石
段
が
山
に
は
り
つ
く
日
雷

(

二
〇
ニ
ー
年
八
月
号)

(

般
戸
成
郎
選)
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(作成者：荻原正三)

回数 大会年月ロ 曜 会 場 講師 講話 雜投句 投句者 .当_者 備考•当日句の規定など

第1回 平14.6.23 日 観光ホテル十八楼 片山由美子 名句に学ぶ 350 以前は岐阜の俳人「己百」記念俳句大会※1
第2回 平15.6.15 日 観光ホテル十八楼 宮津昭彦 自作の背景 240 芭蕉関連の史跡巡りの吟行俳句大会

第3回 平16.6.27 日 観光ホテル十八楼 江川虹村 吟行に際し私の心掛け 600 300 芭蕉の道吟行俳句大会

第4回 平17.6. 5 日 観光ホテル十八楼 鷹羽狩行 おもしろうて悲しき 400 嘱目1句、支部結成30周年記念大会
第5回 平18.6.25 日 観光ホテル十八楼 有馬朗人 「切れ」について 596 250
第6回 平19.6.17 日 観光ホテル十八楼 鍵和田釉子 わが師草田男を語る 230 嘱目2句
第7回 平 20.6.29 日 観光ホテル半八楼 棚山波朗 女性俳句と細見綾子 280 今回から吟行句(嘱目)でない。※么

第8回 平 21.6.14 日 観光ホテル十八楼 茨木和生 芭蕉に学ぶ 1,000 350 当地雑詠1句
第9回 平 22.6.20 日 観光ホテル十八楼 西村和子 季語と古典 1,030 444 367 当地雑詠(夏)1句、今回から作品集は冊子

第10回 平 23.5.29 日 観光ホテル十八楼 今瀬剛一 あはれの表現者 1,008 453 340 当地雑詠(夏)1句
第11回 平 24.5.13 日 観光ホテル十八楼 栗田やすし 碧梧桐俳句あれこれ 972 444 280 当地雑詠(夏)1句
第12回 平25.6. 2 日 岐阜グランドホテル 山本洋子 師に学ぶ 972 432 200 当地雑詠(夏)1句
第13回 平 26.5.24 土 じゅうろくプラザ 小川軽舟 家族を詠む 976 443 270 席題「川•家」(夏)1句※3
第14回 平 27.5.30 土 じゅうろくプラザ 岸本尚毅 写生について 978 446 305 兼題「鵜飼•道」(夏)1句
第15回 平 28.5.21 土 じゅうろくプラザ 佐藤博美 俳句上達法 996 451 330 兼題「夏木立•窓」(夏)1句
第16回 平 29.5.13 土 じゅうろくプラザ 松尾隆信 上田五千石の世界 1,078 469 320 兼題「万緑•一」(夏)1句
第17回 平 30.5.20 日 じゅうろくプラザ 能村研三 飛驛と能村登四郎 1,010 454 310 兼題「朴の花•目」(夏)1句
第18回 令1.5.18 土 じゅうろくプラザ 寺島ただし 馬の句今昔 976 421 300 兼題「羽抜鶏•光」(夏)1句
第19回 令 2.5.16 土 じゅうろくプラザ コロナウイルスのため中止 1,000 450 — 事前投句のみ実施

第20回 令 3.5.15 土 じゅうろくプラザ コロナウイルスのため中止 928 406 - 事前投句のみ実施

※丄 芭蕉の道俳句大会が始まったのは、2002 (平成14)年のことで、当時の松井利彦支部長、長田等副支部長等が中心となり開催された〇「芭蕉の 
道」とは芭蕉が歩いた道という意味ではなく、妙照寺と十八楼の間の芭蕉に縁のある地点を結んだもの、それを「芭蕉の道」と名づけた。芭蕉 
の道俳句大会が開催される以前は「芭蕉祭」として、妙照寺で供養祭が行われ、芭蕉翁の遺徳を偲んで、「記念句会」が行われていた。 

※艺 当日句は嘱目だと同じ様な句が続出し、名物である夜間の鵜飼の句が詠めない等の弊害があり、第7回からは、当地雑詠(岐阜市長良川地域) 

に変更された。
※3第13回大会から会場がホテル十八楼からじゅうろくプラザに変更され、当日句も当地雑詠から、場所を問わず兼題とするなど変更された。 

※ 種々変遷し今日を迎えている。来年は節目の20周年を越えて、「第21回」を令和4年5月14日(±)じゅうろくプラザで開催予定です〇来年こそ
コロナが終息し事前投句•当日句を実施し、会場で皆様と俳句を楽しむ大会になり、新たな一歩を踏み出したいと願っています。(荻原正三)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
芭
蕉
の
道
俳
句
大 

会
は
、
第
十
九
回
に
続
き
、
第
二
十
回
も
当
日
の
大
会
が
中
止 

と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
、
事
前
投
句
の
部
は
審
査
が
実
施
で
き 

ま
し
た
。

芭
蕉
の
道
俳
句
大
会
は
、
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
長
年 

開
催
さ
れ
て
き
た
芭
蕉
の
道
俳
句
大
会
が
、
ど
の
よ
ぅ
に
し
て 

始
ま
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
ぅ
に
変
遷
し
て
来
た
の
か
、
二
十
年 

の
流
れ
を
一
覧
に
し
て
み
ま
し
た
。

♦

入
賞
作
品(
応
募
句
の
部)

俳
人
協
会
賞

色
を
消
し
音
消
し
飛
驛
の
山
眠
る 

岐
阜
県
支
部
賞

木
の
癖
は
木
に
教
は
り
て
枝
打
す 

岐
阜
県
知
事
賞

初
蝶
と
思
ひ
ゐ
る
間
に
見
失
ふ 

岐
阜
県
議
会
議
長
賞

百

段

の

先

の

百

段

梅

香

る
. 

岐
阜
県
教
育
委
員
会
賞

白
山
の
風
を
恃
み
て
紙
を
干
す 

岐
阜
市
長
賞

水
面
ご
と
ぐ
い
と
引
き
上
げ
蜆
搔 

岐
阜
市
議
会
議
長
賞

田

一

枚
隔
て
て
話
す
花
菜
風 

岐
阜
市
教
育
委
員
会
賞

大
鯉
の
も
ん
ど
り
打
つ
も
涅
槃
寺 

岐
阜
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
賞

灯
点
し
て
春
の
障
子
と
な
り
に
け
り 

秀
逸
賞

小
春
日
や
稚
児
の
あ
く
び
の
良
き
香
り 

不
揃
ひ
の
切
手
貼
り
た
る
余
寒
か
な 

母
に
呼
ば
れ
て
野
遊
び
の
終
は
り
た
る 

家
並
よ
り
高
き
堤
を
焼
き
に
け
り

春
の
鴨
布
陣
と
ら
な
ず
漂
へ
り 

寝
返
り
を
し
て
春
愁
を
ぅ
ら
が
へ
す 

亀
鳴
く
や
爪
を
飾
る
に
月
と
星

落
日
の
波
が
風
呼
ぶ
冬
岬

柴

田

恭

雨

伊
藤
か
お
り

篠
田 

游

小
澤 

敏

加

納

輝

美

水
上
れ
ん
げ

安

田

一

義

遠

藤

典

子

蒔
田
多
佳
子

辻 

清
子 

溝
辺
百
合
子 

森 

瑞
穂 

西

田

拓

郎 

左

髙

宣

子 

飯

田

正

幸 

木

下

仁

司 

廣
瀬
ぁ
や
子

鳥
よ
来
よ
千
両
一
枝
残
し
あ
る 

知
ら
ん
と
は
言
へ
ぬ
漢
の
懐
手 

良
く
笑
ふ
男
の
子
も
混
じ
る
雛
の
客 

竹
馬
や
頼
り
が
ひ
あ
る
友
の
ゐ
て 

大
寒
の
水
一
掬
の
重
さ
か
な 

母
に
だ
け
わ
か
る
片
言
梅
ふ
ふ
む 

心
音
の
は
じ
め
の
一
つ
風
光
る 

な
だ
ら
か
な
枯
野
を
広
げ
古
戦
場 

奴
ffi
伊
吹
の
風
に
の
り
に
け
り 

欠
伸
へ
は
欠
伸
で
応
ふ
春
の
昼 

草
萌
ゆ
る
紙
飛
行
機
の
着
地
点 

船
頭
の
昔
語
り
や
鳥
曇

小
島
美
智
子 

南

久

美

子 

多
和
田
瑠
璃 

小
木
曽
恵
子 

藤

塚

旦

子 

川

上

元

子 

塚
本 

睦 

樋

口

絹

子 

早

野

仁

策 

梅

本

尚

孝 

長
尾
美
千
子 

松

尾

一

歩

r
く

評▲

色

を

消

し
音
消
し
飛
驛
の
山
眠
る
柴
田
恭
雨

飛
驛
の
山
々
は
美
し
い
。
黄
緑
、
濃
緑
、
赤
や
黄
。 

色
彩
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
。
飛
驛
の
川
は
清
冽 

で
水
量
豊
か
。
激
流
を
魚
群
が
さ
か
の
ぼ
る
。
だ
が 

冬
に
な
る
と
、
山
は
枯
れ
て
色
を
消
し
、
川
は
涸
れ 

て
音
を
消
す
。
飛
驛
へ
の
愛
が
あ
ふ
れ
る
句
。
リ
フ 

レ
ィ
ン
が
子
守
唄
の
よ
う
だ
。

木
の
癖
は
木
に
教
は
り
て
枝
打
す 

伊
藤
か
お
り

漱

石

『
夢
十
夜
』
の
第
六
夜(

護
国
寺
の
山
門
で 

仁
王
像
を
刻
ん
で
い
る
運
慶
は
、
木
の
中
に
あ
る
仁 

王
像
を
掘
り
出
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
話) 

を
思
っ
た
。
作
為
よ
り
無
心
。
そ
の
価
値
観
に
俳
人 

な
ら
ば
誰
も
が
共
感
す
る
だ
ろ
う
。

百
段
の
先
の
百
段
梅
香
る 

小
澤 

敏

登
り
切
っ
た
百
段
が
道
半
ば
に
す
ぎ
ず
、
本
殿
ま 

で
さ
ら
に
百
段
あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ
れ
で
も
落
胆 

で
は
な
く
、
新
た
な
期
待
が
。
梅
の
香
り
が
一
句
を 

明
る
く
す
る
の
だ
。

大
鯉
の
も
ん
ど
り
打
つ
も
涅
槃
寺 

遠

藤

典

子 

経
を
唱
え
る
だ
け
が
悼
む
方
法
で
は
な
い
。
生
き 

物
た
ち
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
が
あ
る
。
宙
に
跳 

ね
た
大
鯉
が
静
寂
を
破
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
。
水
し 

ぶ
き
が
光
る
。
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今津大天顧問

f
俳人協会創立六十周年記念

東海俳句大会
主催 公益社団法人 俳人協会 主管 俳人協会岐阜県支部 

俳人協会静岡県支部 

俳人協会愛知県支部 

俳人協会三重県支部

八八八人

佐
怒
賀
直
美 

加
古
宗
也 

甲
斐
遊
糸 

辻

恵

美

子 

石
井
い
さ
お

西

山

睦 

山
本
比
呂
也 

間
島
あ
き
ら 

大
野
鵠
士 

坂
口
緑
志

染
谷
秀
雄
栗
田
や
す
し 

中
村
雅
樹
田
口
風
子 

水
野
征
男
関
森
勝
夫 

今
津
大
天
宮
田
正
和

大
会
賞
、
秀
逸
賞
、
選
者
特
選
賞 

(

表
彰
式
は
行
わ
ず
、
賞
品
は
郵
送
し
ま
す)

し
か
し
、
こ
こ
が
大
切
な
と
こ
ろ
だ
が
、
 

仏
陀
も
禅
の
師
も
何
と
か
真
理
を
語
り
伝 

え
よ
ぅ
と
努
力
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
 

悟
り
に
は
あ
る
種
の
修
行
が
必
要
で
、
単 

に
字
句
で
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ 

た
ろ
ぅ
。

俳
句
は
も
ち
ろ
ん
表
現
の
芸
術
で
あ
る
。

投

句

先

〒4
7
0
I
1
2
0
3
 

豊
田
市
幸
町
隣
松
寺1
0
8
I
3
 

江

口

和

彦

方

「
東
海
俳
句
大
会
係
」

人
に
は
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
と
考
え
た 

と
言
わ
れ
る
。

あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
を
：
句
に
求
め
る 

必
要
は
全
く
な
い
。

表 

彰

局
長
、
各
務
恵
紅
会
計
、
矢
田
邦
子
監
事 

よ
り
報
告
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。

次
に
、
第
二
号
議
案
「
令
和
三
年
事
業

芭
蕉
の
俳
句
と
子
規
の
始
め
た
近
代
俳 

句
と
の
も
っ
と
も
大
き
な
違
い
は
「
不
易
」 

を
求
め
た
か
否
か
で
あ
る
と
、

こ
の
頃
漸 

く
思
い
当
た
っ
た
。
俳
句
を
始
め
て
か
ら
、
 

私
は
そ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
哲
学
と
俳
句 

を
何
と
か
し
て
止
揚
し
た
い
と
願
っ
て
き 

た
。
写
生
は
重
視
す
る
が
そ
れ
だ
け
で
は 

何
処
か
物
足
り
な
い
と
感
じ
て
き
た
。

「
不
易
流
行
」
と
い
ぅ
言
葉
は
知
っ
て 

い
た
が
、
し

か

し

「
不
易
」
が
何
か
分
か

も

し

35̂

句
で
不
易
な
る
真
理
を
表
す
と 

す
れ
ば
、

そ
れ
こ
そ
、
仏
陀
や
禅
の
師
よ 

り
絶
望
的
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
。
し 

か
し
な
が
ら
、
も
し
芭
蕉
が
不
易
な
る
真 

理
を
悟
っ
て
い
た
な
ら
、
表
現
の
困
難
に 

絶
望
す
る
必
要
な
ど
感
じ
な
か
っ
た
に
違 

い
な
い
。
内
心
に
真
理
が
あ
れ
ば
、
表
現 

の
困
難
な
ど
は
何
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

芭
蕉
に
宗
教
的
な
求
道
心
が
あ
っ
た
か 

ど
ぅ
か
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
不
易

令
和
三
年
一
月
二
十
五
日(

月)

、

ハ
ー 

ト
フ
ル
ス
ク
ヱ
ア
ーG

中
研
修
室
に
お
い 

て
午
後一

時
三
十
分
よ
り
支
部
総
会
が
お 

こ
な
わ
れ
た
。(

出
席
者
二
十
五
名
、
委 

任
状
百
十
三
通
、
会
員
数
百
八
十
四
名)

。

大
野
鵠
士
支
部
長
の
開
会
挨
拶
、
そ
の 

後
議
長
に
荻
原
正
三
副
支
部
長
を
選
出
し 

議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

第

一

号
議
案
は
「令
和
二
年
事
業
報
告
、
 

及
び
収
支
決
算
報
告
」
、
横
田
義
男
事
務

計

画
(

案)

同

収

支

決

算(

案)

」
、
質
疑 

応
答
の
後
、
拍
手
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
第
三
号
議
案
「
令
和
三
年
度 

役

員
(

案)

」
が
支
部
長
か
ら
報
告
さ
れ 

承
認
さ
れ
た
。

事
務
局
か
ら
、
五
年
ぶ
り
に
俳
人
協
会 

創
立
六
十
周
年
記
念
東
海
俳
句
大
会
が
募 

集
句
の
み
で
実
施
さ
れ
る
と
の
報
告
が
あ
つ 

た
。
募
集
期
間
は
八
月
二
十
日
か
ら
九
月 

三
十
日
ま
で(

左
記
参
照)

。

ら
な
か
っ
た
。
芭
蕉
が
ど
ぅ
思
っ
て
い
た 

か
は
知
る
由
も
な
い
が
、

自
分
な
り
に 

「
不
易
」
を
掴
ま
え
な
け
れ
ば
、
不
易
ら 

し
き
言
葉
だ
け
で
は
何
と
も
な.&

な
い
、

流
行
」
と
い
ぅ
言
葉
を
あ
み
出
し
た
こ
と 

か

ら

「
不
易
」
が
彼
の
関
心
事
で
あ
っ
た 

ろ
ぅ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
し
て 

「
不
易
」
と

は

「
不
易
な
る
真
理
」

の
こ

募

集

句
 

二
句
一
組(

未
発
表
作
品
に
限
る 

前
書.

ル
ビ
不
可) 

複
数
組
歓
迎(

専
用
投
句
用
紙
ま
た
は
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
を
使
用)

;■■■ 

俳
人
協
会
会
員
以
外
の|

般
の
方
の
投
句
も
歓
迎

そ
ぅ
い
ぅ
思
い
に
駆
ら
れ
て
き
た
。

禅

に

は

「
不
立
文
字
」
と
言
つ
て
、
真 

理
を£

え
る
に
は
言
葉
や
文
字
で
は
不
可

と
だ
っ
た
ろ
ぅ
〇

以
上
は
一
つ
の
解
釈
に
過
ぎ
ず
、
全
く 

個
人
の
感
想
で
ぁ
る
。
俳

句

に

「
不
易
」

投

句

料

一

組

に

つ

き

千

円
 

郵
便
振
替
に
て
送
金 

【
口
座
番
号
〇
〇2
7
0

—
〇I
1
0
9
4
6
6

加
入
者
名/

俳
人
協
会
愛
知
県
支
部/

「
東

海

俳

句

大

会

投 

句
料
」
と
通
信
欄
に
明
記
す
る
】

能
と
い
ぅ
考
え
が
あ
る
。
仏
陀
も
悟
り
を 

開
い
た
と
き
、
厝
り
の
境
他
な
ど
と
て
も

を
求
め
る
か
否
か
は
、
個
人
の
選
択
で
あ 

る
。
又
、
仮

に

「
不
易
」
を
求
め
る
人
が

募
集
期
間

令
和3

年8

月

20
日
か
ら9

月

30
日

ま

で(

当
日
消
印
有
効)

グ
洚
淥
劣
涔X

X
X
X
X
X
X
S

涂X
&

變)

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

>
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杉樋白浅武松中鈴恒 
原口井野田井西木川 
さ乃比
ち夫寿奈英吉定豊敬 
子子賀子二子子子代

水刈今山刖 
谷谷井北川 
ひ榕 け 

さ里立文い 
よ子美子子

斎千森加関 
田田藤谷 

力ほ 
一はツづ 

茂到な子み

美

五

十

号

卜

る
生
活
を

白
寿
の
手
引
い
て
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
け
り 

一
滴
の
ィ
ン
ク
拡
が
る
水
の
秋 

梔
子
や
休
み
の
朝
の
し
づ
か
な
る 

冷
麦
や
箸
に
杉
の
香
故
山
の
香 

数
式
に
あ
る
し
ら
べ
と
や
小
鳥
来
る 

<

髙
田
先
生
特
選>

誰
も
居
ぬ
地
球
の
や
ぅ
な
炎
天
下 

露
け
し
や
生
き
る
証
の
手
術
痕 

欄
外
へ
夕
虹
立
つ
と
農
日
誌 

山
笑
ふ
干
菓
子
の
色
の
明
る
ぅ
て 

白
刃
の
刃
毀
れ
ひ
と
つ
膏
嵐 

表
札
に
住
ま
ぬ
長
子
や
燕
来
る 

音
立
て
て
芽
吹
き
を
囉
す
雨
三
日 

向
日
葵
の
迷
路
戦
死
の
父
が
立
つ 

母
の
日
に
た
だ
細
き
手
を
撫
で
に
行
く

県

内

結

社

近

況

思
い
も
か
け
な
い
世
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
な 

り
、
家
居
の
日
月
が 

一
年
以
上
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
よ
ぅ 

な
な
か
、
俳

誌

「
濃
美
」

は
こ
の
九
月
で
百
五
十
号
と
な 

り
ま
す
。
渡

辺

純
枝
主
宰(

岐
阜
市)

が
俳
句
結
社
「
濃 

美
」

の
命
名
者
で
ぁ
り
ま
す
。
平
成
二
十
一
年(

二
〇
〇 

九
年)

一
月
、
俳

誌

「
濃
美
」(

太
田
博
賀 

代
表)

創 

刊
号
を
発
刊
し
て
、
今

年
(

令
和
三
年
、
二
〇
ニ
ー
年) 

で
十
三
年
間
、

一
度
の
休
刊
も
な
く
毎
月
発
刊
し
続
け
て 

い

ま

す(

事
務
局
太
田
眞
佐
子)

。

令
和
元
年
、
十
周
年
記
念
と
し
て
全
会
員
一
句
掲
載
の 

「
俳
句
手
帖
」(
表
紙
装
丁
中
原
け
ん
じ)
を
発
行
。

こ
こ
で
は
、
令

和

元

年(

二
〇
一
九
年)

十
月
六
日
、
 

岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
の
十
周
年
俳
句
大
会
及
び
主
宰 

著

『
シ
リ
ー
ズ
自
句
自
解n
 

ベ
ス
ト
百
渡
辺
純
枝
』

妻
で
な
く
母
で
な
き
刻
小
鳥
来
る

冬
の
滝
天
涯
と
い
ふ
と
こ
ろ
得
て

初
空
や
西
行
の
笠
芭
蕉
の
杖

こ
れ
ら
は
、
百
句
の
中
の
五
句
で
あ
り
ま
す
が
、
百
句 

の
自
句
自
解
で
、
具
体
的
に
俳
句
を
詠
む
こ
と
を
、
主
宰 

は
会
員
に
ご
教
授
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
著
書
を
、
大
会
参
加
者
全
員
が
い
た
だ
き
、
各
自 

の
俳
句
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
第
一 

部
の
俳
句
大
会
で
は
、
主
宰
や
髙
田
正
子
先
生(

「
藍
生
」 

所
属
、
俳
人
協
会
評
議
員)

選
の
特
選
句
十
句(

後
掲) 

の
御
講
評
を
プ
レ
ゼ
ン
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
賞
は
林
玲
子
さ
ん
の
作
品
で
し
た
。

ほ
と
と
ぎ
す
一
声
曉
の
雨
払
ふ 

玲
子 

第
二
部
で
は
、
加
藤
か
な

文

先

生(

「
家
」
代
表)

の 

御

講

演

「
私
の
俳
句
分
類
」
。
「
記
録
句
」
「
記
念
句
」
「
記 

憶
句
」

の
観
点
か
ら
今
ま
で
の
俳
句
を
分
類
し
、

こ
れ
か 

ら
の
俳
句
づ
く
り
の
具
体
的
な
方
向
を
明
ら
か
に
し
て
い

(

二
〇
一
九
年
十
月
十
日
初
版
発
行 

ふ
ら
ん
す
堂)

上 

梓
祝
賀
の
概
略
を
記
し
、
近
況
報
告
と
し
た
い
と
思
い
ま 

す
(

参
加
者
約
百
五
十
名)

。

大
会
は
第
一
部
記
念
俳
句
大
会(

含 

上
梓
祝)

第
二 

部

記

念

講

演

第

三

部

記

念

懇

親

会

で

実

施

。

主
宰
は
、
前
著
で
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
俳
句
を
詠
む
と
い
う
事
は
、
自
分
の
日
常
を
詠
む
事
で 

す
、
と
私
は
言
い
続
け
て
き
た
。
」
「
寺
山
修
司
か
ら
、
旅 

を
す
る
時
の
車
窓
に
映
る
景
色
が
好
き
で
、
終
着
駅
ま
で 

ず
っ
と
車
窓
に
へ
ば
り
付
い
て
い
ま
す
、
と
い
う
私
信
を 

い
た
だ
い
た
事
が
あ
っ
た
が
、
自
分
の
事
の
よ
う
に
今
思 

い
返
し
て
い
る
。
」
「
そ
れ
ぞ
れ
の
草
木
に
、
今
日
も
美
し 

い
わ
ね
、
そ
う
言
い
な
が
ら
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
ま 

じ
ま
じ
と
嚙
み
締
め
る
。
」
と
。

文
楽
の
幕
間
長
き
春
田
か
な 

純
枝 

青
葉
木
菟
即
身
仏
の
ロ
の
闇

舷
戸
成
郎

ィi 

く
、
句
作
の
御
示
唆
を
賜
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
俳

誌

「
濃
美
」
は
、

こ
の
四
月
か
ら
関
谷 

ほ
づ
み
編
集
長
に
な
り
、
加
藤
か
な
文
先
生
を
「
金
華
散 

策
」(

金
華
集
選
評)

に
お
迎
え
し
、
「
濃
美
吟
行
案
内
」 

等
の
新
誌
面
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
「
詩
(

俳
句) 

の
あ
る
生
活
」
が
日
常
生
活
を
豊
か
に
し
心
穏
や
か
に
し 

て
く
れ
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

今
後
も
、
「
濃
美
」
創
刊
十
五
周
年
、

そ
し
て
二
十
周 

年
に
向
け
て
、
句
友
と
楽
し
く
句
作
し
て
い
き
ま
す
。 

大
会
特
選
句
紹
介(

順
不
同)

。 

<

主
宰
特
選>

天
上
へ
供
物
高
々
朴
の
花

帰
省
子
に
糊
の
効
か
せ
し
綿
シ
ー
ツ 

達
者
と
は
靴
音
に
あ
り
柏
餅 

眠
け
れ
ば
眠
る
翁
や
瓜
の
花

吟
行
の
妻
の
日
傘
が
く
る
く
る
と

鵜
供
養
会
の
ご
案
内

◊

鵜
供
養
会.

鵜
供
養
短
冊
流
し

日

時
 

十

月

十

七

日(

日)

午
前
十
時
よ
り 

場

所

岐

阜

市

長

良

大

前

町

一

「
霊
天
庵
」(

長
良
橋
北
を
東
へ) 

◊

鵜
供
養
俳
句
会•

参
加
自
由

(

貝
寄
風
社
主
催•

俳
人
協
会
岐
阜
県
支
部
後
援) 

日 

時 

十

月

十

七

日(

日)

午
後
一
時
よ
り 

場

所

長

良

川

ぅ

か

い

ミ

ュ

ー
ジ
ア
ム

(

岐
阜
市
長
良
川
鵜
飼
伝
承
館)
•

会
議
室 

投

句

三

句
(
当
季
詠
も
可)
(

投
句
〆
切
十
二
時
五
十
分) 

会

費

千

円

編

集

後

記

♦

残
暑
厳
し
き
折
、
会
員
の
皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で

し
ょ
ぅ
か
。
三
十
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

♦

俳
人
協
会
創
立
六
十
周
年
記
念
東
海
俳
句
大
会
の
ご
案 

内
を
掲
載
し
ま
し
た
。
締
切
間
近
で
す
。
ご
協
力
お
願 

い
し
ま
す
。

♦

鵜
供
養
会
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
が 

あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(

藤

田•

小

野

木•

般

戸•

横
田)


